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水
道
の
普

及
率
が
%
%

を
超
え
た
今

日
、
水
道
は

国
民
の
生
活

用
水
確
保
の

唯
一
の
手
段

と
な
っ
て
お

り
、
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
弘
時
間
断
え
る
こ

と
な
く
安
定
し
て
給
水
す
る
た
め
、

次
の
よ
う
な
施
策
を
講
じ
ま
す
。

水
資
源
の
開
発
が
必
要
で
す

安
定
給
水
に
は
、
ま
ず
水
資
源

の
確
保
が
必
要
で
す
。
し
か
し
近

隣
水
源
が
利
用
し
尽
く
さ
れ
つ
つ

あ
る
今
日
、
遠
隔
の
地
に
ダ
ム
等

を
建
設
し
、
新
規
水
源
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を
求
め
ざ

る
を
得
な
い
実
情
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
水
源
開
発
に
は
巨
額

の
建
設
費
を
要
す
る
と
と
も
に
、

水
源
地
域
の
人
々
の
理
解
と
協
力

を
得
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

平成13年6月

老
朽
化
施
設
の
計
画
的
な
更
新

と
施
設
の
耐
震
化
が
必
要
で
す

水
道
施
設
の
中
に
は
設
置
後
か

な
り
の
年
月
を
経
っ
た
も
の
が
あ
り
、

老
朽
化
し
た
設
備
は
適
時
更
新
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
老
朽
管

広報たまかわ

は
強
度
が
低
下
し
て
い
る
の
で
、
漏

水
し
た
り
大
地
震
の
時
な
ど
折
れ

て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
水
道
管
路
を
は
じ
め
と

す
る
水
道
施
設
を
、
地
震
等
の
災

害
に
も
強
い
ラ
イ
ア
ラ
イ
ン
に
す

る
た
め
、
よ
り
強
靭
な
管
路
の
敷

設
や
浄
水
場
、
配
水
池
等
の
施
設

の
増
強
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

安
全
な
水

の
供
給
は
、

水
道
の
最
も

重
要
な
条
件

で
す
。
水
道

水
は
直
接
に

人
の
健
康
に

係

わ

る

た

め
、
常
に
安

全
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
水
道
水
に
は
必
項
目

の
水
質
基
準
、
ま
た
水
質
基
準
を
補

完
す
る
日
項
目
の
快
適
水
質
項
目

と
お
項
目
の
監
視
項
目
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
水
源
に
お
け
る
原
水
の

水
質
検
査
を
は
じ
め
、
浄
水
場
や
家

庭
の
給
水
栓
で
水
道
水
が
水
質
基

準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
厳
し

い
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
ま
す
。

人
々
が
よ
り
良
い
環
境
と
健
康

で
快
適
な
暮
ら
し
を
求
め
る
よ
う

に
な
っ
た
現
在
、
水
道
は
安
全
で

明
治
初
年
に
横
浜
に
近
代
水
道

が
創
ら
れ
て
か
ら
1
1
0
余
年
に

な
り
ま
す
。
横
浜
に
続
い
て
全
国

各
地
で
水
道
が
建
設
さ
れ
、
第
二

次
世
界
大
戦
後
の
経
済
の
高
度
成

長
期
に
は
、
社
会
、
経
済
、
文
化

の
発
展
に
よ
り
人
口
の
増
加
、
都

市
化
の
飛
躍
的
な
進
展
に
伴
っ
て

増
え
続
け
る
水
需
要
に
対
処
す
る

た
め
、
水
道
施
設
の
建
設
拡
張
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
水
道
は
、
い
ま
や
国
民

の
%
%
を
超
え
る
人
々
に
利
用
さ

れ
、
1
年
間
に
1
7
0
万
億
ぱ
を

超
え
る
水
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

上
水
道
事
業
の
管
路
の
総
延
長
は

約
お
万
加
、
施
設
能
力
は
1
日
約

6
，
7
5
7
万
3m
と
な
り
、
国
民

生
活
や
事
業
活
動
、
都
市
機
能
を

維
持
す
る
た
め
の
基
盤
施
設
と
し

て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
の
少
雨
傾
向
に

よ
る
渇
水
に
備
え
る
た
め
の
水
源

の
開
発
、
水
道
水
源
の
汚
染
に
対

す
る
水
質
保
全
対
策
、
ま
た
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
や
安
全
度
の
向
上
の
た

め
の
施
設
の
耐
震
化
、
老
朽
化
施

設
の
更
新
、
未
普
及
地
域
の
解
消

な
ど
、
将
来
に
わ
た
り
安
全
で
安

心
で
き
る
水
を
安
定
的
に
供
給
す

る
た
め
に
総
合
的
な
施
設
整
備
を

促
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

お
い
し
い
水
の
供
給
に
つ
と
め
る

た
め
、
水
源
の
汚
濁
防
止
や
水
質

保
全
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と

も
に
、
施
設
整
備
を
行
い
、
適
切

な
維
持
管
理
に
つ
と
め
ま
す
。

水
道
の
経

営
は
、
法
律

に
よ
っ
て
「
事

業
に
、
必
要
な

経
費
は
、
そ

の
経
営
に
伴

う
収
入
を
も

っ
て
充
て
る

こ
と
」
と
定

め
ら
れ
て
お
り
、
独
立
採
算
制
を

基
本
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
料
金
に
つ
い
て
は

「
公
正
妥
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、

原
価
主
義
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る

こ
と
、
企
業
の
健
全
な
運
営
を
確

保
す
る
に
足
り
る
も
の
で
あ
る
こ

と
」
と
料
金
の
あ
り
方
に
つ
い
て

も
法
律
で
基
本
原
則
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
諸
経
費
は
、
皆
さ
ん

に
お
支
払
い
い
た
だ
く
水
道
料
金

に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
水
道
事
業
者
は
、

常
に
経
費
の
鮪
減
と
効
率
的
な
業

務
に
よ
る
健
全
な
運
営
に
努
め
て

お
り
ま
す
。

せ
ん
。
水
道
事
業
者
は
、
給
水
サ
ー
ビ

ス
の

一
一
層
の
向
上
の
た
め
、
こ
れ

ら
の
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
ま
た
、
経
営
の
効
率
化
の
推

進
や
事
務
の
能
率
的
な
執
行
に
努

め
て
い
ま
す
。
水
道
は
、
使
用
者

の
皆
様
が
支
払
わ
れ
る
水
道
料
金

に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
て
い
る
事
業

で
す
。
幻
世
紀
の
水
道
を
、
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
と
と
も
に
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

省
エ
ネ
は
地
球
温
暖
化

を
防
止
し
ま
す

地
球
は
美
し
い
水
の
惑
星
で
す
。

し
か
し
、
今
日
、
産
業
活
動
に
よ

る
自
然
破
壊
や
人
口
の
増
加
、
社

会
経
済
活
動
に
よ
る
環
境
汚
染
な

ど
の
地
球
環
境
に
与
え
る
影
響
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

省エネの工夫

mu 

し

る

る

用

£

な

す

げ

利

る

ば

い

さ

効

す

っ

洗

を

育

用

し

め

混

在

使

だ

と

水

湯

を

の

ま

の

り

器

…

す

を

い

残

機

ワ

ら

物

洗

の

型

ヤ

減

濯

器

B
る

水

シ

を

洗

食

風

す

節

••••• 平
成
十
二
年
度
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炭
酸
ガ
ス

(
C
0
2
)
な
ど
の
温
室

効
果
ガ
ス
に
よ
る
地
球
の
温
暖
化

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
球
上

の
水
の
ほ
と
ん
ど
が
海
水
で
、
私

た
ち
が
飲
み
水
な
ど
生
活
用
水
と

し
て
利
用
で
き
る
淡
水
は
全
体
の

1
%
に
も
満
た
な
い
の
で
す
。
温

暖
化
に
よ
る
気
候
の
変
化
で
降
雨

パ
タ
ー
ン
が
変
れ
ば
、
私
た
ち
の

水
道
が
水
源
と
し
て
い
る
河
川
や

湖
、
地
下
水
な
ど
は
枯
渇
す
る
か

も
し
れ
な
い
の
で
す
。

温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
、
二

酸
化
炭
素
排
出
の
原
国
と
な
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
を
減
ら
す
こ

と
が
大
切
で
す
。
家
庭
に
お
い
て

も
水
道
の
使
い
方
に
工
夫
を
し
、

生
活
雑
排
水
を
減
ら
す
こ
と
が
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
に
も
な
り
、
水

源
の
汚
濁
防
止
な
ど
地
球
規
模
の

環
境
改
善
に
も
役
立
ち
ま
す
。

生活雑排水を少なく

きれいにして出す工夫

-食器や鏑等の油やjきれは

紙でふさ叡ってから洗う

・天ぷら等に使った油を流dE8l
・宝コミを流さない

・台所の洗剤は薄めて使う

・洗濯は石鹸や無リン洗剤を

必要な量だけ使う

申
山
間
地
域
等
直
接
支
払
実
施
状
況

中
山
間
地
域
等
に
お
け
る
農

業
の
育
す
る
多
面
的
機
能
の
確

保
を
図
る
と
と
を
目
的
と
し
て
、

適
切
な
農
業
生
産
活
動
等
の
継

続
的
な
実
施
を
麦
壊
す
る
た
め
、

集
落
及
び
個
人
に
対
し
、
玉
川

村
補
間
釜
等
の
交
付
に
関
す
る

規
則
及
び
要
綱
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
交
付
金
を
交
付
い
た

し
ま
し
た
。

協

定

概

要

の

平
成
十
二
年
度
集
落
協
定

数
六
六
集
落
、
参
加
農
家
数

人

O
七
戸
が
協
定
締
結
さ
れ

代
表
者
を
中
心
と
し
、
集
落

相
互
間
の
連
携
、
生
産
性
・

収
益
向
上
、
担
い
手
の
定
着
、

生
活
環
境
の
整
備
等
に
取
組

み
ま
し
た
。

集
落
協
定
締
結
数

六
六

農
業
生
産
活
動
等
の
実
施
状
況

農
地
法
面
の
崩
壊
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
、
集
落
内

の
担
い
手
を
中
心
に
水
路
・
農

道
を
定
期
的
に
、
清
措
及
び
簡

易
補
修
、
草
刈
等
を
行
っ
た
。

生
産
性
・
収
益
の
向
上
、
担
い
手

の
定
着
等
に
関
す
る
取
組
状
況

農
作
業
の
共
同
化
に
よ
り
、

作
業
効
率
向
上
と
生
産
活
動
の

安
定
を
図
っ
た
。
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平成13年6月

自の前仁広がる壮

大な宇宙空間。

大迫力の大型3D

映像で地球創造と

水が誕生する物語

が繰り広げられま

す。そして私たち

が暮らす水の惑

星・地球の大切さ

を実感することが

できます。

匹報たまかわ

会場:須賀川市開催期間:平成13年γ月 7日，--9月 30日(86日間)
夜間開催:平成13年γ月20日，--9月 30日(73日間)

県中工リア18市

町村をはじめ、福

阜県内90市町村
が参加f元気!!福
患Jをテーマに、
展示・催事(文化芸

能)、清報(映像

インターネットな

ど)などを全国へ、

世界へ向けて発信

します。

工コファミリーハ

ウスや環漉7つの
知憩体験(ウオー

クラリー)などを

過して、自然を守

り、資源を大切に、

環境と共生するた

めのテクノ口ジー

とライフスタイル

を分かりゃすく紹

介します。

平成13年6月広報たまかわ

森は遊びと学びの
宝窟。インタープ

リター(森の解説

者)と一緒にコー

スをまわり、ゲー
ム感賞でアウトド
アライフを楽しめ

ます。また自然と

の関わりの中で生
まれる芸術・技
術・遊びも体験で

きます。

未来博i正一般県
民の未来クラブ員

が出演する参加-

体験型のイベント

が巴臼押しです。

大小さまざま怠ス

テージで郷土芸能

やフェステイJ¥)レ、

コンサート、パレ

ードなどが連日繰

り広げられます。

種オくと熊明、映像必
と音楽、最先端のふ

技術を駆使した-

大スベクタjレショ
ー。ふくしまの豊
かな自然を首景に

[美しい/I)Jをテ
ーマとする物語を

繰り広げます。プ
口テ、ユーサーは映

画苦楽界の第1入
者・久百譲氏。
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時間 Z ヒ怠二ーす;;;.-乞二~Vナ、

7月29日(日)
12 : 00~12 : 30 太田氏謡つぐみ会

12 : 40~13 : 00 南須釜念行、踊り

10 : 30~11 : 0。玉泉会民踊・スポーツ民踊会
11 : 10~11 : 40 玉川琴調会・玉川こぶし会

11 : 50~12 : 30 琴祥会

7月30日(月) 12 : 30~13 : 00 小品老人クフフー豊年踊り

13 : 10~13 : 50 民謡声玄会・ニ味線合同

14 : 00~15 : 00 美 在王野ヨ ムヱエ

17 : 30~18 : 00 民謡声玄会・ニ味根合同

10 : 30~11 : 10 玉川琴調会・玉JIIこぶし会

7月31日(火)
11 : 30~12 : 00 四辻清流太鼓

13 : 00~13 : 15 きさらぎ会(大正琴)

13 : 30~14 : 00 太田畏謡つぐみ会・若泉流玉JII会

11 : 15~ 12 : 15 信ちゃんファミリ}芸能コ}ナー

14 ‘ 50~15 : 30 民謡声玄会

8月2日(木) 17 : 00~17 : 40 民コ5il吊fif市口中Jヘムz¥ 

18 : 00~18 : 20 藤泉会

18: 30~19 : 00 白梅会

10 : 30~11 : 00 玉泉会民踊・スポーツ民踊会

11 : 05~11 : 20 きさらぎ会(大正琴)

8月3日(金) 14 : 40~15 : 30 コ魚大二 崎三ヨ， ムヱ王

17 : 20~ 17 : 50 白梅会

18 : 00~18 : 20 藤泉会

うつくしま未来博玉川村催事予定昆虫たちの笠態は
驚きと発見の連

続。{なぜだろ

う?Jという虫の
不患議をヒント
に、人と地球が共

在していく仕組み

や技術を発売する
f毘虫王国ふくし
まJならではのサ
イエンスミユージ
アムです。

親から吾へ受け継

がれてきた多種多

援なくらしの知恵、

を21世紀に伝承

するために、 f衣j
[食Jr住H遊H知J
の5つのキ一つ-
ドで区分し、実演

と{本験を通して分

かりやすく紹介し

ます。

21世紀{こ継承し

たい r/1)の文他J
である、ふくしま
の民話を取り上げ

るパピリオンで
す。いろり端空間

がステージとな
り、富と光広どの
演出もまじえて、

語り部による生き
た民話が上演され

ます。

玉
川
村
中
出
身
の

沼
田
さ
ん
も
未
来
博
に
参
加

中
区
出
身
の
沼
田
昌
さ
ん

(
仙
台
市
在
住
・
旧
姓
小
針
)
は
、

今
回
の
う
つ
く
し
ま
未
来
博
の
森

の
学
校
で
原
色
ド
ラ
イ
ブ
ラ
ワ
l

教
室
を
開
き
ま
す
。

沼
田
さ
ん
は
、
自
宅
に
お
い
て
、

原
色
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
の
教
容
を

開
い
て
い
る
関
係
で
、
友
人
の
薦

め
も
あ
り
、
こ
の
機
会
に
、
ふ
る

さ
と
で
の
ふ
れ
あ
い
を
求
め
て
、

参
加
し
ま
す
。

原
色
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
は
、
新

鮮
な
生
花
を
シ
リ
カ
ゲ
ル
の
中
に

埋
没
さ
せ
て
、
完
全
に
乾
燥
し
ま

す
。
日
数
を
経
て
取
り
出
し
、
そ

の
花
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
ガ
ラ
ス
の

容
器
に
密
封
さ
せ
る
方
法
で
す
。

庭
の
花
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た

花
な
ど
想
い
出
と
と
も
に
半
永
久

的
に
残
せ
ま
す
。
森
の
学
校
の
原

色
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
教
室
で
お
待

ち
し
て
い
ま
す
c

開
催
日
時
は

8

/
日
・
弘
、

9
/
お

-
M
の

四
日
間
で
時
間
が
午
前
叩
時
却
分

ー
ロ
時
ま
で
、
午
後
が
1
時
1
2

時
お
分
、

3
時
鉛
分
1
5
時
ま
で

の
一
日
吉
一
回
実
施
致
し
ま
す
。

な
お
、
一
日
の
生
徒
数
は
二
十

五
名
で
費
用
は
無
料
で
す
。

受
講
な
ど
の
間
合
わ
せ
先
は
、

「
森
の
、
不
イ
チ
ャ
|
ツ
ア

l
&
森

の
学
校
」
事
務
局

。0
2
4
9
3
3
1
0
0
9
6

ホームページアドレス、 http://www.mirai-mori.com/

教室で指導する沼田さん

広
u
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中
体
連
石
川
支
部
春
季
大
会

女

子

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

泉

中

優

勝

野
球
は
泉
中
、
が
準
優
勝
・
須
蓑
中
三
位

広報たまかわ

中
体
連
石
川
支
部
春
季
大
会
は

五
月
一
一
一
日
に
石
川
中
学
校
グ
ラ
ン

ド
の
ほ
か
各
会
場
で
野
球
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
、
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
四
種
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
、
泉
中

学
校
は
、
予
選
リ
ー
グ
で
須
釜
中

に
2
1
0
、
古
殿
中
に

2
1
1
、

浅
川
中
に

2
1
0
と
三
連
勝
し
、

他
の
予
選
リ
ー
グ
か
ら
勝
ち
上
が

っ
た
小
平
中
と
決
勝
戦
を
行
い

2

。
の
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
を
し
、

見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

ま
た
、
野
球
で
は
、
泉
中
学
校

野
球
部
も
一
・
二
回
戦
を
突
破
し

決
勝
戦
に
進
み
、
二
回
戦
で
須
釜

中
学
校
を
破
っ
た
石
川
中
学
校
と

の
対
戦
と
な
り
、
試
合
は

3
1
3

の
ま
ま
延
長
戦
に
入
り
8
国
特
別

ル
l
ル
で
闘
い

4
1
3
で
惜
し
く

も
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
準
優

勝
と
な
り
ま
し
た
。

須
釜
中
学
校
も
石
川
中
学
校
に

敗
れ
3
伎
に
な
り
ま
し
た
。

泉
中
学
校
野
球
部
一
一
一
位

浅
川
中
学
技
P
T
A
招
待
野
球
大
会

女寺バレーボーんで優勝した泉中バレーボールチーム

浅
川
中
学
校
P
T
A
な
ど
の
主

催
に
よ
る
、
第
五
十
四
国
浅
川
中

学
校
P
T
A
招
待
野
球
大
会
は
、

五
月
二
十
自
に
県
南
地
区
十
六
中

学
校
が
参
加
し
浅
川
中
学
校
グ
ラ

ン
ド
な
ど
回
会
場
で
行
わ
れ
、
須

釜
中
学
校
は
情
し
く
も
棚
倉
中
学

校
に
敗
れ
、
泉
中
学
校
は
一
・
二

回
戦
を
勝
ち
進
み
、
準
決
勝
で
強

豪
白
河
中
央
中
学
校
と
対
戦
し
、

惜
し
く
も
3
i
l
で
敗
れ
三
位
と

な
り
ま
し
た
。

歯
っ
ぴ
い
ラ
イ
フ
8
0
2
0

ハル

Aj%

歯
の
衛
生
週
間

本
格
的
な
人
生
八
十
年
時
代
を

迎
え
、
す
べ
て
の
県
民
が
歯
の
健

康
を
保
ち
、
生
涯
自
分
の
歯
で
食

べ
る
楽
し
み
を
持
つ
な
ど
の
質
の

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

平
成
十
三
年
度
第
四
よ
い

歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
四

月
二
十
七
日
(
金
)
に
保
健
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
次
の
五
名
の
子

ど
も
た
ち
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

小林信樹くん(君臨)

(父)啓一

平成13年6月

根本奈美ちゃん(竜崎)

(父)武則

広報たまかわ

高
い
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
う
蝕
予

防
及
び
歯
周
疾
患
予
防
を
行
う
こ

と
が
重
要
で
す
。

矢部結愛ちゃん(竜崎)

(父)司

塩津和也くん(南須釜)

(父)和美

小林巧くん(岩法寺)

(父)光二

県
で
は
、
県
の
長
期
総
合
計
画

「
ふ
く
し
ま
新
世
紀
プ
ラ
ン
」
の
部

門
別
計
画
で
あ
る
「
第
三
次
福
島

県
保
健
医
療
計
画
」
を
策
定
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
行
動
計
画
と
し

て
、
平
成
六
年
二
月
に
「
福
島
県
商

つ
ぴ
い
ラ
イ
フ
8
0
2
0
運
動
推

進
計
岡
」
を
策
定
し
、
平
成
十
二
年

を
目
標
年
と
し
て
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
歯
数
の
確
保
を
目
標

に
掲
げ
、
正
し
い
歯
科
保
健
思
想

の
普
及
啓
発
や
各
種
の
歯
科
保
健

対
策
に
取
組
ん
だ
結
果
、
目
標
は

ほ
ぼ
達
成
さ
れ
、
大
き
な
成
果
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

四
月
十
二
日
の
献
凪
者
は
、
次

の
七
十
三
名
で
し
た
。
あ
な
た
の

愛
に
感
謝
し
ま
す
。

【
献
血
場
所
と
献
血
者
数
}

(
敬
称
略
)

【
ト
ス
テ
ム
需
患
}
一
二
十
二
名

相
田
春
美
、
有
賀
久
雄
、
安
藤
喜

中
体
連
石
川
支
部
陸
上
競
技
大
会

鈴

木

元

気

君

三

種

B
で
優
勝

中
学
校
体
育
連
盟
石
川
支
部
陸
・
共
通
砲
丸
投
げ
二
位

上
競
技
大
会
は
、
五
月
二
十
二
日
小
針
義
之
(
泉
中
三
年
)

に
鏡
石
町
鳥
見
山
陸
上
競
技
場
で
・
共
通
四
×
二
百

m
リ
レ
l
二
位

関
か
れ
ま
し
た
。
男
子
一
一
一
種
B
で
鈴
須
釜
中
草
野
弘
樹
(
一
一
一
年
)
・
塩

木
元
気
君
(
須
釜
中
)
が
見
事
優
勝
田
孝
典
会
一
年
)
・
島
田
秀
昭
(
二

を
飾
り
ま
し
た
。
主
な
上
位
入
賞
者
年
)
・
鈴
木
元
気
(
三
年
)

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)
・
一
一
一
種
競
技
B
優
勝

{

男

ヲ

三

鈴

木

元

気

(

須

釜

中

三

年

)

・
2

一
年
百

m
走

一

一

位

{

女

予

}

草
野
弘
樹
(
須
釜
中
三
年
)
・
共
通
二
百

m
一一一位

-
共
通
二
百

m
一

二

位

関

根

さ

ゆ

り

(

泉

中

二

年

)

草
野
弘
樹
(
須
釜
中
三
年
)
・
共
通
百

m
ハ
ー
ド
ル
二
位

-
共
通
三
千

m
一

一

位

鈴

木

理

佐

(

泉

中

三

年

)

湯
浮
健
太
(
泉
中
一
一
一
年
)
・
共
通
走
り
高
跳
び
一
一
一
位

-
共
通
百
十

m
ハ

ー

ド

ル

二

位

矢

部

秀

美

(

泉

中

二

年

)

増
子
博
之
(
須
釜
中
一
一
一
年
)

-
共
通
走
り
高
跳
び
二
位

真
野
日
悠
太
(
須
釜
中
三
年
)

・
共
通
走
り
高
跳
び
一
二
位

矢
吹
力
也
(
泉
中
三
年
)

準優勝の泉中野球部31立の須釜中野球部

三種競技Bで優勝
した鈴木元気君

上位入費した泉中生徒

新
型
血
圧
計
が
保
健
セ
ン
タ
ー
に

こ
の
度
、
村
保
健
セ
ン
タ
ー
に

新
し
い
血
圧
計
が
入
り
ま
し
た
。

こ
の
鹿
庄
計
は
、
オ
シ
ロ
メ
ト

リ
ッ
ク
法
を
用
い
た
全
自
動
血
圧

計
で
す
。
腕
を
入
れ
、
ス
タ
ー
ト

ス
イ
ッ
チ
を
押
す
だ
け
で
測
定
で

き
ま
す
。
特
徴
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

音
声
機
能
、
昇
圧
値
自
動
設
定
、

多
彩
な
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
な
ど
の

機
能
が
つ
い
た
血
圧
計
で
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
に
来
た
際
に

は
、
是
非
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

勝
、
飯
島
常
巴
、
磯
目
勝
寿
、
井

上
隆
司
、
生
方
美
和
、
江
藤
力
、

大
竹
光
一
一
、
岡
田
純
、
上
遠
野

祐
美
子
、
神
尾
敦
子
、
草
野
由
美

子
、
小
林
ひ
ろ
子
、
小
針
京
子
、

後
藤
真
司
、
須
釜
登
紀
子
、
鈴
木

チ
イ
子
、
関
根
武
男
、
関
根
由
理

子
、
円
谷
久
美
、
中
島
正
男
、
永

山
節
夫
、
八
取
み
き
え
、
芳
賀
幸

枝
、
演
川
恵
美
、
北
俊
浩
司
、
松

崎
和
代
、
森
る
み
子
、
野
内
稔
、

矢
吹
修
治
、
吉
田
正
美

{
ポ
リ
マ
テ
ッ
ク
窪
田
一
己
一
一
一
十
五
名

相
田
さ
お
り
、
会
回
路
、
秋
山

俊
、
阿
部
章
博
、
有
馬
光
伸
、
遠

藤
三
千
夫
、
大
越
和
江
、
大
竹
宮

子
、
大
和
田
誠
、
木
田
和
江
、
小

針
三
千
子
、
近
内
瞳
、
近
内
芳

広
、
斎
藤
好
次
、
塩
沢
美
恵
子
、

塩
出
和
憲
、
薪
保
恵
、
鈴
木
明

子
、
鈴
木
照
子
、
鈴
木
て
る
み
、

須
藤
恵
美
、
関
根
清
子
、
関
根
美

代
子
、
瀬
谷
、
ピ
ロ
子
、
添
田
睦
美
、

曽
我
産
弥
、
丹
内
明
、
角
田
文

博
、
長
久
保
春
雄
、
二
瓶
一
吉
、

芳
賀
文
子
、
原
政
弘
、
松
岡

学
、
矢
吹
耕
治
、
吉
田
明

{

玉

川

村

役

場

】

七

名

石
井
春
美
、
小
針
信
之
、
佐
久
間

安
直
、
鈴
木
孝
、
二
瓶
香
、

広
瀬
亜
紀
子
、
増
子
広
行
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上自入麗した須釜中生徒

15: OO~16:50 東京部昂 9:30~12:00、日本精密加工 13:00~14: 30、玉川村役場献血実施ア時19(木)7 
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報
公
開
審
査
会

五
名
に
委
嘱
状
交
付

伍報たまかわ

四
月
一
日
か
ら
村
氏
の
公
文
書

の
開
示
を
求
め
る
権
利
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
村
民
の
村
政

に
対
す
る
理
解
と
信
頼
を
深
め
、

公
文
書
の
開
示
及
び
情
報
提
供
の

推
進
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め

る
こ
と
に
よ
り
、
開
か
れ
た
村
政

を
一
層
推
進
す
る
こ
と
を
日
的
に

村
情
報
公
開
条
例
が
公
布
さ
れ
ま

し
た
。し
か
し
、
公
文
書
に
は
法
令
等

で
非
公
開
と
さ
れ
て
い
る
情
報
、

村
民
生
活
に
著
し
い
障
害
が
生
ず

る
と
認
め
ら
れ
る
情
報
な
ど
非
開

会長

大野勝雄さん(南須釜)

職務代理者

小林弘さん(竜崎)

平成13年6月fL報たまかわ

一
不
公
文
書
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
開
示
請
求
者
か
ら
不

服
申
し
立
て
が
合
っ
た
場
合
の
審

査
会
と
し
て
、
こ
の
度
村
の
諮
問

機
関
の
村
情
報
公
開
審
査
会
が
設

立
さ
れ
委
員
五
名
に
委
嘱
状
が
交

付
さ
れ
会
長
に
大
野
勝
雄
さ
ん

(
南
須
釜
)
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

車田文昭さん

(小高)

)11田正裕さん
(岩法寺)

石井佳与さん
(小高)

JII辺小学校・須釜小学校が5月26日(土)、
玉川第一小掌校が27日(日)にそれぞれ大運動

会を行いました。

須釜小学校では、「あつく激しく希望の未来

へ一直線jをスローガンに、力、けっこ、綱引き

など数多くの種目が行われました。

日頃の練習の成果を発揮する児童の姿に大

きな声援が送られていました。
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村健康づくり推進協議会開催

5月15臼(火)に、村保健センターにおいて、村における健康づ
くりに関して重要な事現在調査し、審議するために村健康づくり

推進協議会が開催され、 15名に委嘱状が交付され、会長に佐久間

安直さんはじ須釜)が選任されました。

その後、平成13年震の保健事業計麗の説明がありました。
委員は次のとおりです。(敬称略)

[関係官政機関] 鈴木節生県中保健所

佐久間安直 層保運嘗協議会長

溝井 夫村公民館長

場沢 茂区長副会長

塩沢英吾保健協力員会長

昧原 陸窪師代表

飯島 裕掌較長会長

草野由美吾 トステム福富玉)11工場

;高井宏吾 JA泉五部京性部長

苔井ウメ吾 JA須釜~部女性部長

小林程;欠特老人クラブ会長

古寺樟喜特高工会長

三吉隆之社会福祉協議会事務局長

双霊不二枝 食改推進協議会長

矢部美枝吾教書関係代表

母吾保健連絡協議会委員18名に委嘱状受信

村のすべての家族が安jりして健やかに吾どもを生み育てることがで

き、害どもがのびのび甫つことができる村づくりを自揺し、そのため

の施策を協議する村母吾保鰭連絡協議会が、 5月22日(火)に村保健セ

ンターで行われ、委嘱状交付・役員改選・今後の活動計画について協

議されました。

なお、会長には月田秀夫さん(中)、副会長に佐久間安重さんはじ議

釜)が選任されました。

間害保健連絡協議会委員の方々は次のとおりです。(敬柿酪)

・0未原 握医師代表・月日秀夫盟科医師代表・田寺武

幸村議会議員代表 ・佐久間安富健康づくり控進協議会代表

・飯富 裕学校長会長・赤城さよ養護教諭代表(泉中学校)

・宝森 弘三子 養護教諦代表(須釜中学絞)・塩沢 和彦ミ子供育成

会代表 ・西舘英範児童民生委員代表 ・車田栄吾すくすく

クラブ代表 ・真野自和代すくすくクラブ代表 ・関根弘ラ玉

川健療クラブ代表 ・双皇不二枝 重量生活改善推進員代表 ・亀岡

伍害保健所代表 ・小針敬人企画財政課代表 ・草野正博

教需委員会代表 ・溝井一夫公民舘代表 ・佐藤ヤスミ子保湾土

代表

[保健霞療機関]

[教青委員盆関係]

[地域の事業所代表]

【その他の結締]

川辺小学校

A
7
 

h
v
j
 

村
花
い
っ
ド
い
運
動
協
議
会

玉川第一小学校

村
花
い
っ
ぱ
い
運
動
協
議
会
で

は
、
平
成
十
三
年
度
の
事
業
計
画

を
策
定
し
、
計
画
を
実
施
す
る
た

め
の
団
体
代
表
者
会
議
(
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
)
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
計
画
は
、
三
十
七
団

体
・
約
千
九
百
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
り
村
内
主
要
道
路
沿
線
に

マ
リ

1
ゴ
ー
ル
ド
と
サ
ル
ビ
ア
な

ど
の
苗
約
五
万
本
が
植
栽
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
プ
ラ
ン
タ

i
管
理
は
、

希
望
団
体
で
実
施
し
、
管
理
方
法

は
、
基
本
と
し
て
「
ひ
と
り
一
鉢
運

動
」
で
プ
ラ
ン
タ

1
管
理
希
望
者

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
一
鉢
を
自
宅

で
育
成
管
理
を
し
て
、
七
月
下
旬

須釜小学校

こ
ろ
に
道
路
や
公
共
施
設
に
設
置

し
ま
す
。

六
月
中
旬
か
ら
六
月
下
旬
に
各

国
体
で
植
栽
作
業
が
行
わ
れ
、
夏

に
は
道
路
沿
線
な
ど
に
色
と
り
ど

り
の
花
が
咲
き
誇
る
こ
と
で
し
ょ

、っ。
花
い
っ
ぱ
い
作
業
に
使
用
さ
れ

た
た
い
肥
は
(
株
)
ユ
キ
ザ
ワ
農
場

か
ら
ね
ト
ン
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

時栽作業のようす

花いっぱい推進協議会代表者会議
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平成13年6月
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K号かむ

広報たまかわ

電憐な審の山野曹がいっぱい
玉川山野草展が村就業改善センターで開かれました。

会場には、エビネなどの審の山野草が数多く展示され訪

れた人たちの自在楽しませていました。また、展示毘の

コンクールが行われ、次の方々が入畠しました。(敬郡能)

ハ
ー
モ
ニ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

優
良
校
に
須
釜
小

東
南
ア
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
に
楽

器
を
贈
り
、
音
来
の
勉
強
に
役
立
て

て
も
ら
い
演
奏
す
る
楽
し
き
を
味
わ

っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て

取
組
ん
だ
の
が
ハ
ー
モ
ニ
ー
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
す
。

村
内
の
各
小
・
中
学
校
で
も
多
く

の
楽
器
を
提
供
し
、
こ
の
度
、
須
釜
小

学
校
が
優
良
校
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

須麓川市の福島空港力ントリークラブの瀧川j臨司支配人が村

役場を訪れて同クラブで行われたうつくしま未来簿チャリテイ

コンペの収益金15，000円を村に寄付されました。

平成13fl:6月

うつくしま来来博史援チャリティコンペ
収益金を寄付

広報たまかわ

小
高
バ
レ
E
ボ
ー
ル
嬰
絡
会
優
勝

第
一
同
一
回
村
長
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

村
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
後
援
の

村
長
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
村
勤
労

者
体
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
熱
戦
が
操

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
口

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
小
高
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
愛
好
会

準
優
勝
南
須
釜
バ
レ

i
ク
ラ
ブ

三

位

中

バ

レ

l
愛
好
会

元
気
に
田
植
え

須
釜
小
四
辻
分
校

五
川
第
一
小
学
校

須
釜
小
(
田
子
育
良
校
長
)
四
辻
分

校
児
童
の
み
な
さ
ん
の
田
植
え
学
習

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
、
描
出
真
一
さ
ん
の
田
ん

ぼ
約
二
十
ア
ー
ル
に
も
ち
米
の
菖
を

植
え
ま
し
た
。

ま
た
、
玉
川
第
了
小
学
校
(
奥
貫

四
郎
校
長
)
五
年
生
児
童
の
み
な
さ

ん
も
国
井
栄
さ
ん
の
田
ん
ぼ
に
、
元

気
に
苗
を
植
え
ま
し
た
口

秋
に
は
、
黄
金
色
の
稲
穂
が
た
れ

る
こ
と
で
し
ょ
、
っ
。

ソフトボール、バレー
ボール南須釜優勝

東民スポーツ大会主川大会は、男三子ソフトボー

jレが村民グランドで、女三子バレーボールが玉川勤

労者部喬センターで自われました。熱戦の結果ソ

フトボール・バレーポールともに南須釜チームが

優勝しました。

なお、優勝及び準寵勝チームはア月158C日)
に行われます県民スポ…ツ大会石川地区大会に出

場いたします。

【第31胆村民壮年ソフトボーん大会1
・優勝高須釜

・準優勝竜崎

・3 位中、北須釜
【第36岡村民家庭バレーボール大会]
・優勝南須苦

・準優勝 /J¥ 高

・3 位川辺

県民スポーツ大会玉川大会

岩
法
寺
湯
神
前
に
白
い
花
の
ジ
ュ
ー
タ
ン

岩
法
寺
湯
神
前
地
内
に
今
、
白
い
フ
ラ
ン
ス

ギ
ク
の
花
が
印

a
の
畑
一
面
に
咲
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
地
権
者
問
名
の
協
力
を
い
た
だ

き
、
県
道
福
島
空
港
西
織
と
県
道
玉
川
・
田
村

線
の
交
差
点
付
近
の
畑
に
3
月
、
岩
法
寺
機
械

利
用
組
合
(
組
合
長
大
竹
義
明
さ
ん
)
の
み

な
さ
ん
が
、
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
、
フ
ラ
ン
ス

ギ
ク
、
ル
ド
ベ
キ
ア
な
ど
の
種
を
ま
き
、
見
事

に
白
い
ジ
ュ

l
タ
ン
を
敷
い
た
よ
う
に
咲
い

て
い
ま
す
。

花
の
見
ご
ろ
は
、
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
が

6
j
7
月
・
フ
ラ
ン
ス
ギ
ク
が

5
1
6
月
・
ル

ド
ベ
キ
ア
が

6
1
m
月
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
村
民
み
な
さ
ん
、
付
近
を
通
行
し
た
さ
い

は
是
非
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

ハ
u
azzzz 

選
挙
設
票
所
・
閉
鎖
時
刻

午
後
七
時
ま
で
!

六
月
二
日
に
行
わ
れ
た
村
選
挙
管

理
委
員
会
で
、
平
成
十
一
一
一
年
七
月
二

十
二
日
任
期
満
了
に
よ
る
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
の
全
投
票
所
の
閉
鎖
時

刻
を
、
平
成
十
三
年
一
月
に
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
、
従
前
の
午
後
八
時
ま
で
か
ら
、

一
時
間
繰
り
上
げ
て
午
後
七
時
ま
で

と
決
定
し
ま
し
た
。

:

五

月

号

2
p
の
四
辻
新
田
区

わ
れ
の
記
事
中
の
老
人
ク
一
つ
ブ
会
長

一
読
「
塩
田
豊
次
郎
」
は
、
「
石
井
菊

と
夫
」
の
誤
り
で
し
た
。

日
お
詫
び
の
う
え
訂
正
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

主要地方道、古殿・須賀川線整備工事安全祈願祭

主要地方道 古殿・須員川線地元特定道蕗整備工事の安全祈願祭

は、南須釜の工事現場で行われ関部者の方々が工事の安全を祈醸し

ました。

工事{立、南須釜地[Rから吉地区までの、延知991mの工事で、工

期は平成14年3月まで行われます。

安全祈願祭は、県や村関係者など約100名が出席し行われ、鍬入

れ{義は車田村長や北住あぶくま高原自動車道建設事務所長などが行

い、関係者が玉ぐしを捧げ工事の安全を願いました。
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21臼(木)

22日(金)
27日(水) β1る

玉111大会仁て~

国税庁・冒税毘・税務署では、次代を担う高校生の皆さん

に、さらに税について輿昧を持っていただき、考えていただく

ために、税について学校で掌んだことや、自分自書の経験・{本

験、考えなどをテーマとした作文を信正募集しています。

舎年も次の聾積のとおり作文を募集いたしますので、高校

生の皆さんの障を是非お聞かせください。

お待ちしております。

・応募数一人一編、3，000写以内

・締め切り 平成13年9月7日(金)

・提出先 最寄の税務署

応募された作品のうち寵秀な作昂にi正義状と記念品在鰭

呈し、国税庁・冨税局・税務署が作成する広報紙等に謂載す

るほか、各種の広報紙等仁掲載し広く発表します。

詳しくは最寄の税務署総務諜にお尋おください。

00 !ホ。ジティブ圃アクション
男女均等な職場をめざして

6月は{第16回男女雇用機会均等月間J-
21世紀を迎え、職場において、女性がその能力を十分に発
揮できるよう雇用環境を整{属することは、我が鴎が将来にわた

って経済社会の活力を維持していく上で、ますます重要な課題

となっています。

このため、企業においては、雇用管理のあらゆる面において、

性別によることなく、個々人の意欲、能力、適正に墓づく公正

な取扱を行うとともに、男女労働者の聞に事実上空じている怪

差を解消するための積題的取組(ポジティブ-アクション)を進

めることが求められています。また、女性自身も、仕事に積極

的にチャレンジし、能力発揮を妨げている問題の解決に自主的

に取り組むことが望まれます。

詳しくは、福島労働局雇用均等霊(電話024-536-4609) 
までお問い合わせください。

午後18寺~・・・須葦IJ¥
午後18寺30分~・京中

{宗

-・須釜小

28日(木)
29日(金)
園ア月

48C水)

58C木)
6日(主)

. .~，員

-玉-/J¥

{果

11日(水)

12日(木)

13自(主)

福島県地方労働委員会からのお知らせ

寄付ありがとうございます

下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をいただきました。

厚く櫛礼申し上げます。 記 (村社会福祉協議会)

を参窃 @ 鯵 務 省第建毒物撃参窃 番多護参 宅診 像 署易鯵需診 宅丞宅診

怒

号

電訟電器 @ 宅診 @ 

章治

第5

社会
@ 硲 宅診者参

議参

みんなで参加しよう!!県民運動4つの目標
3，790人(-4) 

花
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集
|
|
|
村
公
民
一
舘

福島県地方労働委員会は、労働者と使用者の簡の賃金や労働

条件をめぐるトラブルを円満に解決するための機関です。

合年の4月から、労働組合に加入していない方でも、地方労
働委員会を利用できる制度ができました。手話望があれば、地方

労働委員会が相談者とその棺手元の間に入って、問題解決のた

めのお手伝い(調整)をします。震用は一七万かかりません。

砂間合わせ先:農地方労働委員会事務局

岱024-521-7594
砂ホームページアドレス

http://www.pref.fukushima.jp/chiroui/ 

ー竜崎の小林森男さんから

・南須釜の関根勇ーさんから

iお誕生おめでとうございます|
(5月届出分)

保護者名

五郎

ミヨJ
忠、志

女子 提

秀敏

伸夫

克美

志

積立

信一

紀幸

孝

忠、幸

輝賢

-小高の事国伊仙さんから

・小高の水野尚幸さんから

・小高の有資書正さんから

f社会を明るくする運動iは、すべての自民が、犯罪や非

行の防止と罪を犯した人たちの室生について理解を深め、そ

れぞれの立場において刀を合わせ、犯罪や非行のない明るい

社会を築ごうとする全国的な運動です。

1 強調月間

7月毛fr社会者明るくする運動J強調月間とする0
2 重点目標・統一標語

( 1 )重点自標

「犯罪や非行を防止し、罪を犯した人や非行をした少年

の霊生を支え、「いきいきJとした明るい地域づくりに
参宮するj

(2)統一標語

fl忘れあいと

fうつくしま、ふくしまj県民運動では、平成13空度の最重
点目標として、

・みんなで Go!Go!来莱博

~あなたに未来が完えます~

.~子どもたちに残そう、美しいふくしま
・進めよう、花いっぱいのまちつやくり

~来訪者{こは花を、帰りゆく人には思い出を~

・空かそう、身近な地域資源

の4つを掲げ、県民に広く参加を呼びかけています。
私たちひとり一人の行動がJ美しいふくしまjの創造につな
がります。県民の醤諜の積撞的な取り組みをお願いします。

県民運動については、県庁県民生活課県民文化係(岱024-
521…7180)までお間合わせください。

(5月届出づき〉

地区名 死亡者氏名 t調主名
小高有賀 清議iE

ゃ 車田マチ伊他

。 水野昭二幸子
竜 111奇小林フミ森男

南須釜 関根ダイ男一
広報への掲載を字詰認され主主い滋さきは、窓口への儲け
出の際にお申し出ください。

み
未
山
某
ハ有
ψ

太
な
奈
五
千
也
み
つ
羽
か
樺
一
唯
b

佳
幸
で
花

名

ム

布

サ里

な

氏
一
航

-
A

未
川
亮
ρ

備
え
絵
ν
伯

み

み来
い
楓
い
濃
い
佑
U

春

児生

沢

部

崎

臼

井

目

針

針

斎

藤

越

子

村

谷

出

塩

矢

野

車

溝

沖

小

小

安

佐

大

増

古

瀬

地区名

)11 :i互

。
小高

ろ，

寺

崎

釜

ク

中

。

法

須

。

岩

竜

南

村のようす
(13年6月18現在)

1，820戸(十4)

7.650人(+3)

昌司団の健康ごよみ
随6月
19日(火) すくすくクラブ午前10時~

20日(水)3"'4均月児健診 午後1B寺30分~・・・・公
日本脳炎予防接種 午後1時~・・・須筆中
日本脳炎予間接種

午後九寺30分~・
機能訓練午前10碍~
たまかわ健康クラブ.• 

午前9時30分~
日本脳炎予防接護

田本蹴炎予陪接種
UJ鳩会午前10時

ツベルクリン度JiDi検査・-
午後1時~
日本脳炎予関接種午後1時~一
ツベルクリン毘応及びBCG接種・・・・須釜小
午後18寺~
機能説練午前10時~
日本脳炎予防接種・
午後12時45分~
日本脳炎予詰接種・・

午後1時30分~
1歳男おたん笠掲談会・.• 
午後1時30分~

保:保鑓センター 公:公立岩瀬病院

島

田

私

畠

v
-
A

凍
み
る
よ
な
夜
半
の
車
音
な
れ
ど
時
に
は
響
く
演
奏
の
如

歌
の
世
も
稜
み
木
細
工
の
模
4表
ど
、“、
フ
今
日
も
歌
#つ
ん
是っ
治苛

明
日
告のてb
℃コ ヨ差霊し<=>
田、守田

ノ、

、y

子

五
年
前
金
請
一
癌
ど
の
診
断
に
山
も
崩
れ
ん
ほ
ど
に
悲
肥
す

針

占
祷
の
雪
臨
時
み
ハ
伊
け
て
ゆ
く
道
に
み
ど
り
視
か
す
蕗
の
墜
ニ
つ

春
の
陽
を
絵
本
の
中
に
刷
り
込

病
蛮
の
窓
の
ガ
ラ
ス
に
探
寄
せ

直
子

」、

『手一

次

小
針
み
ね
子

ん
で
読
ま
ぜ
や
り
た
し
蒲
公
英
の
歌
・4
針

て
遠
く
党
え
し
「
寵
の
烏
」
を
歌
う

吉
田

休
日
は
運
よ
く
南
の
降
ら
ぎ
れ
ば
家
族
総
出
で
田
植
え
に
入
る

愛
子

英
一
桔

金
那
木
さ
み

与
え
か
し
わ
れ
に
雅
の
歌
ご
こ
ろ
A
?
に
還
り
て
艶
や
か
な
り
し
を

川
崎

主主
子

3，860人件7)

{
納
期
眼
は

6
月
お
日
(
月
)
で
す
。

忠
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
}

今
月
の
納
税

村

県

民

税

国
毘
年
金
保
険
料

借
用
一

6
月
分
保
険
料

期

分

さ
る
な
し
俳
句
会
五
月
句
会
詠
草

切
れ
長
の
嬰
の
砕
は
や
ら
る
初
械

脚
長
き
ジ
ー
ン
ズ
少
女
風
薫
る

耐
え
抜
き
し
米
寿
の
母
や
史
衣

糞
知

幼
な
子
の
小
さ
き
靴
音
風
薫
る

耕
人
の
仲
間
に
入
リ
て
風
の
中

風
薫
る
老
い
し
父
ど
の
二
人
技

美
枝

逮
き
弓
の
恕
ぃ
、
中
山
手
繰
る
牡
丹
菌

12 

明るい社会j対話が築く

空き告やゴミの投げ播てはやめましょう

仁
古
言己華

仁
美

春
言註

13 



私
の
ふ
る
さ
と
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⑨
 
卓食
ズ
の1-口同

一
メ
ゐ
ヲ

「食中毒に気を
つけましょうj

もうすぐ梅雨に入ります。梅雨に入ると食申毒が急増しま

す。食昂・台所の衛生には、十分気をつけましょう。

そこで今月は、梅、しそを穫ったお力、ずを2昂紹介します。
梅干しには雑菌が増えるのをおさえる力があります。これか

らのお弁当に梅干しを1つ添えてみてはいかがでしょうか。

ー
島
根
県
江
津
市
|

益
本
謙
二
さ
ん
(
南
須
釜
)

野

島
根
県
江
津
市
と
い
っ
て

，

も
ご
符
知
な
い
方
が
ほ
と
ん

時

ど
で
し
ょ
う
。
島
根
県
は
中

園
地
方
、
広
島
県
の
裏
側
、

江
津
市
は
そ
の
中
央
に
位
置
し
ま

す
。
日
本
海
と
江
の
川
(
国
内
八
位

の
大
き
な
川
で
す
)
そ
し
て
中
国
山

グ
地
を
望
み
育
ち
ま
し
た
。

父
が
釣
り
好
き
で
、
海
、
川
へ
と

よ
く
つ
い
て
行
っ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。
と
り
わ
け
た
ま
に
釣

っ
て

来
る
ウ
ナ
ギ
が
楽
し
み
で
し
た
。

毎
年
、
家
族
で
の
海
水
浴
も
幼
い

頃
の
懐
か
し
い
想
い
出
の

一
つ
で
す
。

サ
ザ
エ
、
ア
サ
リ
、
ハ
マ
グ
リ
等
の
捕

f梅入り変わりかき揚げJ
-材料(4人分)一 一作り方一

(1)しそは、せん切りにして水にさらし

てから水気を切る。梅干しはタネを

除いて刻む。コーンは汁気を切る。

(2)ボールに衣をつくりしそ・梅干し

じゃこ、コーンを入れ大きめのスプ

ーンですくい、おとし、形をととの

え、少し色がつくまで何回か返して

揚げて油を切る。

(3)皿に盛り、天つゆまたは、ポン酢を

つけて食べる。

-しそ 8枚
・梅干し小41圏
・じゃこ 80g 

・コーン缶 100g 

(衣)I・小麦粉60g

I • Gs1 /21閤
1・水

・揚げ油

り
た
て
は
ま
た
格
別
で
す
。

駅
名
は
「
石
見
江
津
」
と
い
い
結

構
歴
史
の
あ
る
地
方
で
も
あ
り
ま

す
。柿
本
人
麻
呂
が
国
司
と
し
て
赴

任
、
優
れ
た
歌
を
残
し
て
い
た
り

石
見
神
楽
は
、
臼
本
書
記
・
出
雲

神
話
に
基
づ
く
舞
で
す
。

有
名
な
出
雲
大
社
は
車
で
約

一

時
間
程
i

近
辺
に
は
温
泉
も
多
く

あ
り
ま
す
。
福
島
か
ら
は
速
い
で

す
が
、
い
つ
か
家
族
を
連
れ
て
訪

ね
て
み
た
い
私
の
ふ
る
さ
と
で
す
。

ま
だ
広
報
た
ま
か
わ
私
の
ふ
る
さ
と

コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
い
な
い
窯
外
出

身
者
を
ご
奇
知
の
方
が
居
り
ま
し
た
ら
、

玉
川
村
総
務
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

(
2
U
1
4
6
2
1
)
 

fトマトの和風ドレッシングJ
一作り方一

(1)トマトはうすくスライスして皿

に盛る。

(2)玉ねぎは薄くスライスして水に

さらす。しそは干切りにして水に

さらす。

(3) (1)に水気を切った(2)を玉ねぎ、
しその111真に盛る。

(4)(3)に和風ドレッシングを作りか

けて食べる。

21国

1/21圏

4枚

(和風ドレッシンク)

・ごま油大さじ11/2 

・酢大さじ11/2 

・塩こしょう 少々

一材料(4人分)一

-トマト

・玉ねぎ

・し そ

心に残る我がふるさと

『日の丸と桜』
東京都西東京市

吉田 力さん

() Ilill出身・吉田直人さんの叔父)

私
は
、
故
郷
を
偲
ぶ
と
き
、
い

つ
も
桜
花
嫡
漫
た
る
校
庭
の

一
隅

に
立
つ
ポ

1
ル
に
閥
翻
と
ひ
る
が

え
る
日
の
丸
の
旗
を
思
い
お
こ
す

の
で
あ
る
。

私
た
ち
を
教
え
て
く
れ
た
先
生

は
本
居
宣
長
の
歌
「
敷
島
の
大
和

心
を
人
と
は
ば
朝
日
に
匂
ふ
山
桜

花
」
の
歌
を
示
し
、
日
の
丸
は
朝

日
と
桜
を
表
す
も
の
と
教
え
ら
れ

て
お
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、

日
本
人
の
心
と
し
て
、

「
敷
島
の
大
和
心
を
人
と
は
ば
清

き
明
る
き
異
の
心
」
清
明
異
こ
そ

日
本
人
の
心
と
し
て
教
え
ら
れ
て

い
た
。
私
は
、
日
本
人
と
は
何
か

を
簡
単
明
瞭
に
示
せ
と
一
一
一一口
わ
れ
た

ら
、
こ
の
こ
つ
の
歌
に
勝
る
も
の

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

戦
後
、
日
の
丸
、
君
が
代
は
侵

略
の
象
徴
と
し
て

一
部
の
人
々
か

ら
非
難
攻
撃
さ
れ
て
き
た
が
、
さ

て
、
国
連
に
登
録
さ
れ
て
い
る
独

立
国
の
国
旗
国
家
は
実
に
百
数
十

に
上
る
と
思
わ
れ
、
そ
の
ど
れ
も

が
、
そ
の
国
柄
と
か
民
族
の
心
情

を
表
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

日
の
丸
、
君
が
代
を
廃
し
て
、

他
国
の
ど
れ
に
も
抵
触
せ
ず
、
し

か
も
日
本
人
の
心
情
を
明
ら
か
に

一
本
す
旗
や
歌
な
ど
果
た
し
て
作
ら

れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

私
は
、
若
い
世
代
の
方
々
に
心

か
ら
願
う
こ
と
は
、
歴
史
の
あ
る

部
分
を
取
り
上
げ
て
、
日
の
丸
、

君
が
代
を
否
定
す
る
の
で
は
な

く
、
長
い
歴
史
の
流
れ
の
中
に
、

そ
し
て
国
民
的
心
情
の
中
に
日
の

丸
、
君
が
代
が
あ
る
の
だ
と
い
う

こ
と
を
考
え
て
ほ
し
い
の
で
あ
る
。

私
は
、
故
郷
を
思
う
と
き
校
庭

に
立
つ
日
の
丸
の
旗
を
心
の
原
点

に
お
い
て
み
る
の
で
あ
る
。
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